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めぐる人間関係がこれまでになく丁寧に示されていた 3。第 2室には、《エステルとアハシェロス王》（cat. no. 
26）を筆頭に 1620年代から1630年代の代表的な作品が展示されていた 4。第 3室には、アルテミジアが
描いた肖像画や寓意像といった単身の人物像が集められており、様式変遷と編年の上で興味深いものとなっ
ていた。第 4室には、今回初めて公開された《井戸の傍らのキリストとサマリア女》（cat. no. 34）と、《円
形闘技場の聖ヤヌアリウス》（cat. no. 37/ ¿g. 2）および《聖プロクロスと聖ニケ アー》（cat. no. 38 / ¿g. 1）
を含む 1630年代の大型作品が集められていた 5。第 5室では、《マグダラのマリアの回心》（cat. no. 11）と






る同主題絵画のうち、カーポディモンテ美術館所蔵の作品（1612年頃 / cat. no. 10）に関しては、画業の最
初期に位置するものとして展示の最初に置かれるのも納得できるが、ウフィッツィ美術館所蔵の作品（1620-
1621年 / cat. no. 21）に関しては、カーポディモンテの作品と10年程度しか年代の隔たりがない 8。従って、
1650年代の最晩年の作品を見せた後に、ウフィッツィの《ホロフェルネスの首を斬るユディット》で展示を締
展覧会評：「アルテミジア・ジェンティレスキ―ある情熱の物語」



















































1 前回の展覧会については、K. CHRISTIANSEN, J. W. MANN, Orazio and Artemisia Gentileschi, exh. cat. (Metropolitan 
Museum of Art, New York, et al.), New Haven, 2001を参照。













9 アルテミジアの強姦事件に関しては、裁判記録の全文が E. MENZIO, ed., Lettere precedute da Atti di un processo per stupro, 
Milan, 2004に、また英訳が M. D. GARRARD, Artemisia Gentileschi: The Image of the Female Hero in Italian Baroque Art, 
Princeton, 1989に収録されている。この事件はフィクションの世界でも度 と々りあげられ、画家に対するイメー ジ形成に大きな




10 M. D. GARRARD, op. cit., 1989, pp. 101-104; R.W. BISSELL, Artemisia Gentileschi and the Authority of Art, University Park, 
1999, pp. 103-133.
11 アルテミジアの描いた肖像画に関しては《ゴンファロニエーレの肖像》（cat. no. 22）1622年、カンヴァスに油彩、
208.4×128.4cm、ボローニャ市美術コレクション（アックルシオ宮）等が挙げられる。また彼女自身は裁判記録や手紙の中で
肖像画を描いていた事を述べている。E. MENZIO, op. cit., pp. 16-22; F. SOLINAS, ed., Lettere di Artemisia: edizione critica e 
annotata con quarantatre documenti inediti, Rome, 2011, pp. 86-87参照。
12 《井戸の傍らのキリストとサマリア女》については、拙稿 「原典資料翻訳： 1630年代半ばのアルテミジア・ジェンティレスキとバル
ベリーニ家―カッシア ノー・ダル・ポッツォ宛の書簡翻訳と解題―」（本書 pp. 105-113）を参照。
13 アルテミジア・ジェンティレスキの共作の問題については、R.W. BISSELL, op. cit., pp. 82-87を参照。
14 アルテミジア・ジェンティレスキ《聖母子》1651年、銅版に油彩、59.5×38.5cm、マドリ ドー、パトリモニオ・ナシオナル（王宮）。
［図版出典］
R. W. BISSEL, Artemisia Gentileschi and the Authority of Art8QLYHUVLW\3DUN¿JV
